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「やってみたい！」が集まる場所

■ひまリエってどんな場所？

　こどもも、大人もテクノロジーを使っ

て「やってみたい！」を実際にやってみ

る場です。こどもだけでなく、大人も一

緒に学び、つながり、チャレンジできる、

みんなの拠点です。

　詳しくは、ひまリエホーム

ページ（https://himarie.net/）

をご覧ください。 オープニング式参加者全員での記念撮影オープニング式参加者全員での記念撮影

　９月２７日、北竜町デジタルものづくり拠点「ひまリエ」が老人福祉

センター内にオープンしました！

　当日は、オープニングイベントとして、東京家政大学社会デザイン学

環特任教授の林園子先生（作業療法士）をお招きしての記念講演の他、

３Dプリンターでの“めじるしチャーム”作成やレーザーカッターで作

った組み木等の７つのブースが設けられ、町内外から約１００人の方が

参加して終日にぎわいました。
日本理化学工業（美唄市）日本理化学工業（美唄市）
キットパスワークショップキットパスワークショップ

旭川ＩＣＴパーク（旭川市）旭川ＩＣＴパーク（旭川市）
みんなでゲームをつくろう！みんなでゲームをつくろう！

林先生による林先生による
自助具体験型ワークショップ自助具体験型ワークショップ

パソコンを使ってパソコンを使って
新しい建物・家・街並みを考える新しい建物・家・街並みを考える
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ＪＡきたそらちから

新米寄贈

　１０月５日、ＪＡきたそらちの岩田組合長と田丸専

務、永井北竜地区代表理事が来庁され、ＪＡきたそら

ちから町に北竜町産新米の「ゆめぴりか」「ななつぼし」

「おぼろづき」「風の子もち米」それぞれ５kgが寄贈さ

れました。

やわら保育園で

人権教室を開催

　１０月５日、深川地区人権擁護委員がやわら保育園

を訪れ、人形劇「くまと３匹の子ぶた」を通じた人権

教室が開催されました。子ぶたたちに遊んでもらえず

ひとりぼっちになったくまが、子ぶたの家を壊そうと

しますが「もう乱暴しない」と約束し、最後には仲直

りするストーリーです。

　人権擁護委員から、相手の気持ちをよく考えて思い

やりを持つことが大事とのお話があり、園児たちは「は

い！」と元気いっぱいに答えていました。

１００歳長寿のお祝いとして

村上博さんに記念品を贈呈

　和本町の村上博さんが、満１００歳を迎えられまし

た。奥田副町長からお祝いの言葉とともに、長寿記念

品が手渡されました。

その後、記念撮影が行われ、ご家族と１００歳のご長

寿をお祝いしました。

バレーボール少年団が
第24回北海道スポーツ少年団
バレーボール交流大会に出場

　９月１１日、沼田町のバレーボール少年団（沼田リ

トルポプラ）に所属する真竜小学校の児童５名が役場

を訪問し、９月１２日～１３日に深川市で開催される

標記大会を前に出場報告を行いました。

　大会の結果は、本戦で惜しくも敗れてしまいまし

たが、２日目の交流大会では見事、優勝を果たしま

した。
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町民満足度調査の結果

　今回のアンケート調査結果は町のホームページに掲載予定です。

　町民の満足度や個々の意識を踏まえながら、今後の施策や取組に活かしていきます。

　　　　　　　　　　【問い合わせ先】役場まち未来戦略課 まちづくり・情報推進係　℡：３４‐７０２９

　中学生以上の町民の皆様にアンケートをお願いした「町民満足度調査」の結果がまとまりました。

　調査の目的は「町民の北竜町に対する満足度」を把握すると同時に、日常生活の身体的・精神的・社会的や

豊かさや幸福感、あるいは課題などを多角的に明らかにしようとするものです。

　今回のアンケートの回収率は４６．８％（有効回答者数：６４４人）と、これまで町が実施した各種調査の

回収率と比較して非常に高い結果となっており、改めて町民皆様の関心の高さが感じられます。

まちの好意度や住み続けたい意向が非常に高く、この強みを若年層・子育て層の「この町で暮らし続ける」
という選択にどうつなげるかが課題と捉えています。

「自然」「食」「家族」「子ども」の項目は高評価で強みとして維持・発信していきます。一方、“生活基盤”と“将
来展望”には改善余地があり、子育て層では特に「安心感」「子どもの活動環境」の改善が焦点となります。

■調査結果概要

■項目別評価

視点 代表的項目 項目評価
（TOP2）

若年子育て層の特徴

自然 空気がきれい 91.8% 子育て層 92.3%、世代共通の強み

食 地元の安全な農作物が手に入る 86.6% 子育て層 93.8%、子育て環境の訴求資産

安全 町や地域に守られている 69.9% 30 代 51.0%、子育て層 56.9% と全体より低い

家族 家族と過ごす時間が楽しい 80.7% 子育て層 90.8%、家庭生活は高評価

子ども 学校・保育園に行くのが楽しそう 82.4% 子育て層 84.4%、学校生活も高評価

住まい 希望する住宅を見つけやすい 23.8% 30代 6.1%、40代 9.8%、子育て層9.2%と極めて低い

移動 町外の学校・買い物・病院へ出かけやすい 41.9% 子育て層 24.6%、町外アクセスに課題

医療 病院や薬局に行きやすい 48.4% 子育て層 18.5%、医療アクセスに課題

将来
年をとっても生き生きと暮らせる 51.6% 30 代 36.7%、40 代 42.6%、子育て層 36.9%

町・自分の将来に希望が持てる 32.5% 子育て層 38.5%、全体でも将来展望が弱い

子ども 子どもがスポーツをできる環境 41.7% 子育て層 29.7%、子どもの活動環境に改善余地

全体 １０～２０代 子育て層

町への好意度       ８２．０％ 町への好意度       ８０．０％ 町への好意度       ７６．９％

住み続けたい 計     ８３．２％ 住み続けたい 計     ５０．０％ 住み続けたい 計     ７５．４％

内、ずっと住み続けたい ４３．６％ 内、ずっと住み続けたい　 ２．５％ 内、ずっと住み続けたい ２３．１％

好意度・住続意向とも８割を超
え、町全体の評価は良好。

好意度は全体並みだが「いずれ
転出」が 45.0% と、好意が定住
に結びついていない。

好意度が全体を下回り、永住意
向は 4人に 1人。
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「ヘルシー講座」はじまります！

（担当：管理栄養士 大西美颯）

【 第７１回 】　

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

● ヘルシー講座

● 秋の住民健診

● モグモグ☆クッキング

● 認知症物忘れ相談

 16日（月）13:30～15:00　すこやかセンター

 24日（火）  7:30～　　　 すこやかセンター

 25日（水）10:00～11:30　すこやかセンター

 24日（火）10:00～11:30　商業活性化施設ココワ研修室

 30日（月）10:00～11:30　碧水地域支え合いセンター

11月の
保健・介護予防

行事

骨粗鬆症は、骨の量や質が低下して骨がもろくなり、骨折しやすくなる状態です。

骨の量は思春期から増え２０歳頃に最も多くなり４０歳代半ばまで保たれますが、その後は

加齢とともに減っていきます。初期には自覚症状はほとんどありませんが、転倒などのわず

かな衝撃でも骨折につながることがあります。加齢や女性ホルモンの減少など避けられない

要因もありますが、運動や食事、生活習慣を整えることで予防につなげることもできます。

この機会に自分の骨の健康について学んでみませんか？

ヘルシー講座では、町民の皆さまが心も体も健康に暮らせるよう、健康づくりに役立つ情報

をお伝えし、生活習慣や食生活について一緒に考える講座です。今回は、保健師・管理栄養

士による講話のほか、骨密度測定や足指の筋力測定、運動インストラクターによるバランス

トレーニング、簡単な調理実習と試食を予定しています。

気になる講座だけの参加も大歓迎です。ご興味のある方は、ぜひお気軽にお申し込みください。

■骨粗鬆症ってどんな状態？

■ヘルシー講座とは？

■今年も１１月より「骨粗鬆症の予防」をテーマとしてヘルシー講座を全４回開催します■今年も１１月より「骨粗鬆症の予防」をテーマとしてヘルシー講座を全４回開催します

【日　　程】

①11月16日（月）

　13:30～15:00

保健師講話「骨粗鬆症のお話」 

からだ見える化！「ＩｎＢｏｄｙ」

踏ん張る力をチェック！「足指力計測器チェッカーくん」

②12月14日（月）

　13:30～15:00

運動講座「転倒予防～家でできるバランストレーニング」

骨量をはかろう!「超音波骨量測定」

③１月25日（月）

　10:00～12:00

栄養講話「骨粗鬆症を予防しよう～骨を守る栄養素を知ろう」

献立紹介・試食

④２月15日（月）

　10:00～12:00

栄養講話「骨粗鬆症を予防しよう～バランスの良い食事を知ろう」

調理実習・試食

【場　　所】　すこやかセンター

【申込方法】　右記ＱＲコードもしくは、電話にてお申し込みください。

　　　　　　（役場こども・くらし応援課　℡：３４- ７０３１）

【申込期限】　１１月１３日（金）　まで

◎ヘルシー講座のご案内 ～骨粗鬆症予防～
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議会広報委員会議会広報委員会Ｎｏ．４２５

　

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
15
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日
…
６
月
30
日
（
火
）

■
調
査
事
項
…
防
災
対
策
の
取
組

状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果
…
指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日
…
７
月
13
日
（
月
）

■
調
査
事
項
…
ひ
ま
わ
り
の
里
の

開
花
状
況
及
び
運
営
状
況
に
つ
い

て■
調
査
結
果
…
指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日
…
９
月
２
日
（
水
）

■
調
査
事
項
…
社
会
教
育
事
業
の

実
施
状
況
等
に
つ
い
て

■
調
査
結
果
…
指
摘
事
項
な
し

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　

佐
藤 

裕
子  

氏
（
再
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

松
本 

和
宏  

氏
（
再
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　

藤
田 

延
介  

氏
（
新
）

○
北
竜
町
商
業
振
興
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

○
令
和
８
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
８
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
８
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

○
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

に
つ
い
て
。

○
令
和
７
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
５
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
）
の
歳
入

歳
出
決
算
認
定
と
令
和
７
年
度
北

竜
町
農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
個

別
排
水
処
理
事
業
会
計
決
算
認
定

と
令
和
７
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
尾
﨑

圭
子
委
員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査
を

行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路
の

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

○
農
産
物
の
安
定
生
産
と
再
生
産

費
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

委
員
会
報
告

同
意

原
案
可
決

報
告
済

意
見
書
提
出

認
定

【
10
月
】

２
～
３
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
第
２
回
総
会

13
日
…
JA
き
た
そ
ら
ち
広
域
小

麦
・
大
豆
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
増

設
に
係
る
起
工
式

14
日
…
新
潟
県
出
雲
崎
町
議
会
視

察
受
入

15
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

第
５
回
地
方
創
生
ト
ー
ク

21
日
…
議
会
カ
フ
ェ

22
日
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）

【
11
月
】

６
日
…
北
空
知
地
区
監
査
委
員
・

補
助
職
員
研
修
会
（
監
査
委
員
）

７
日
…
さ
っ
ぽ
ろ
北
竜
祭

９
～
10
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
道
外
行
財
政
制
度
政
務
調
査

10
～
11
日
…
第
70
回
町
村
議
会
議

長
会
議
長
全
国
大
会

16
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
副

議
長
会
議

19
～
20
日
…
北
海
道
監
査
委
員
・

補
助
職
員
研
修
会
（
監
査
委
員
）

24
～
26
日
…
北
竜
町
議
会
道
外
先

進
地
政
務
調
査

27
日
…
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理

広
域
連
合
議
会
定
例
会

未
定
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）
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９
月
15
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
会
で
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
６
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

寺
垣
議
員

　

近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
い
る
中
、

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
想
定
を

上
回
る
規
模
の
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
地
域
の
実
情
や
発
生
時
の

条
件
に
よ
り
対
応
策
が
十
分
に
機

能
し
な
い
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。

　

北
海
道
に
お
い
て
も
、
豪
雨
災

害
や
暴
風
雪
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
昨
今
の
状
況
を
踏
ま

え
、
本
町
に
お
い
て
も
「
災
害
は

い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
」と
い
う
危
機
感
の
も
と
、

防
災
・
減
災
対
策
及
び
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
改
め
て

町
の
防
災
体
制
や
災
害
時
に
お
け

る
対
応
策
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
理
事
者
の
見
解
を
伺
う
。

佐
々
木
町
長

　

全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
多

発
し
、
そ
の
被
害
も
深
刻
化
し
て

い
る
。
北
海
道
に
お
い
て
も
記
録

的
な
大
雨
や
暴
風
雪
な
ど
に
よ

り
、
道
路
の
通
行
止
め
や
停
電
、

深
刻
な
農
業
被
害
が
起
こ
る
な

ど
、
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
災
害
が
発
生
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
危
機
意
識
を
よ

り
一
層
高
め
防
災
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
を
し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
災
害
発
生
時
に
は

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
消
防
、
警
察
、

自
衛
隊
、
北
海
道
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
住
民
の
生

命
と
安
全
の
確
保
を
最
優
先
し
、

気
象
情
報
や
河
川
情
報
等
を
的
確

に
把
握
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て

避
難
情
報
を
発
令
す
る
な
ど
、
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
、
災
害
発
生
時
に
は
正
確
な
情

報
を
迅
速
に
町
民
の
皆
様
へ
伝
え

ら
れ
る
よ
う
、
防
災
無
線
や
広
報

車
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
伝
達
、
避
難
所
の
開
設
、
防
災

備
蓄
倉
庫
で
の
防
災
備
蓄
品
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

や
要
配
慮
者
へ
の
支
援
な
ど
、
平

時
か
ら
の
備
え
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
地

域
防
災
力
の
維
持
・
向
上
・
要
配

慮
者
へ
の
支
援
体
制
、
地
域
自
主

防
災
組
織
の
構
築
と
設
立
に
よ

る
自
助
、
共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
防
災
及
び
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
つ
つ
、
想
定
を

上
回
る
災
害
へ
の
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

　

過
去
の
町
内
で
の
地
震
、
竜
巻

被
害
、
河
川
氾
濫
や
農
地
浸
水
な

ど
の
災
害
事
例
を
整
理
し
「
１
０

０
年
に
一
度
の
災
害
」
想
定
を
超

過
す
る
事
例
も
発
生
す
る
状
況
か

ら
、
想
定
数
値
の
見
直
し
も
急
務

で
あ
る
と
考
え
る
。
併
せ
て
、
本

町
役
場
庁
舎
の
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
適
切
性
の
検
討
も
進
め
庁

舎
建
て
替
え
も
視
野
に
入
れ
再
配

置
計
画
に
反
映
し
、
町
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
項
目
で
あ
る
災
害
時

に
お
け
る
町
内
民
間
機
関
と
の
協

定
整
備
や
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

招
聘
な
ど
必
要
と
思
わ
れ
る
施
策

の
推
進
に
努
め
る
。

　

町
民
、
地
域
、
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
更
な
る
連
携
を
深

め
、
計
画
的
な
備
蓄
物
資
や
資
機

材
の
整
備
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識

の
向
上
や
避
難
訓
練
の
実
施
、
防

災
対
策
の
充
実
を
図
り
「
災
害
に

強
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続

き
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

林
議
員

　

令
和
７
年
10
月
か
ら
運
行
を
開

始
し
た
「
み
ん
な
の
ク
ル
マ
ひ
ま

わ
る
」
は
、
町
民
の
移
動
手
段
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
町
民
か

ら
も
大
変
あ
り
が
た
い
と
の
声
も

多
く
聞
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
町
外
に
住
む
家
族
が
、

町
民
の
高
齢
者
の
通
院
な
ど
に
付

き
添
う
場
合
、
町
民
で
は
な
い
た

め
利
用
で
き
な
い
。
町
外
在
住
の

家
族
等
も
、
町
民
に
付
き
添
う
場

合
に
は
利
用
で
き
る
よ
う
制
度
を

拡
大
し
、
今
後
、
地
域
公
共
交
通

の
利
便
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て

い
く
た
め
に
も
、
町
長
の
見
解
を

お
伺
い
し
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

現
在
は
町
民
の
移
動
手
段
確
保

を
優
先
し
て
い
る
が
、
制
度
上
の

課
題
に
つ
い
て
国
や
交
通
事
業

者
、
近
隣
自
治
体
と
協
議
し
て
い

林
議
員

 

み
ん
な
の
ク
ル
マ
ひ
ま
わ
る

 

の
利
用
拡
大
に
つ
い
て

寺
垣
議
員

 
北
竜
町
に
お
け
る
防
災
体
制

 

及
び
災
害
時
に
お
け
る
対
策

 

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
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木
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
ひ
ま
わ
り
ド

ア
が
設
置
さ
れ
て
い
る
圃
場
の
一

部
が
大
雨
に
よ
っ
て
土
砂
が
流
出

し
た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
対
策
と

し
て
、
圃
場
の
最
上
部
に
深
さ
１

メ
ー
ト
ル
程
の
明
渠
排
水
を
掘

り
、
雨
水
を
横
に
流
し
、
上
部
の

圃
場
か
ら
暗
渠
排
水
を
繋
ぐ
方
法

が
有
効
だ
と
思
う
。

 

ま
た
、
圃
場
の
水
が
集
中
し
て

く
る
下
流
に
は
、
魚
の
骨
の
よ
う

な
形
で
暗
渠
対
策
を
し
、
明
渠
排

水
に
繋
ぐ
こ
と
で
改
善
出
来
る

と
思
う
が
理
事
者
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

６
月
13
日
に
発
生
し
た
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
ひ
ま
わ
り
ド
ア
設

置
圃
場
に
お
い
て
土
砂
が
流
出

し
た
。

　

現
在
、
同
様
の
被
害
が
発
生
し

た
場
合
を
想
定
し
た
排
水
及
び

土
砂
流
出
対
策
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、

次
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
ひ
ま
わ
り

観
光
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
と
連
携
し
、
来
訪
者
の
安

全
確
保
や
周
辺
環
境
へ
の
景
況

等
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
適
切

な
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

木
村
議
員

　

圃
場
の
暗
渠
排
水
は
、
透
水
性

の
よ
い
砂
利
を
使
用
す
る
な
ど
の

施
行
を
行
え
ば
耐
用
年
数
は
20
年

～
30
年
は
対
応
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

木
村
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
ひ
ま
わ
り
畑
の

 

大
雨
に
よ
る
排
水
及
び
土
砂
流

 

出
対
策
に
つ
い
て

る
。
今
後
、
国
が
進
め
る
交
通
空

白
の
解
消
や
地
域
交
通
の
共
同

化
・
協
業
化
の
制
度
を
活
用
し
、

利
便
性
向
上
を
図
る
。

　

ま
た
、
令
和
９
年
度
頃
に
制
度

化
が
見
込
ま
れ
る
「
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
」
に
よ
り
、
登
録
者

を
町
民
扱
い
と
し
て「
ひ
ま
わ
る
」

を
利
用
で
き
る
仕
組
み
も
検
討
し

て
い
る
。
観
光
客
に
つ
い
て
も
、

深
川
駅
や
滝
川
駅
な
ど
の
交
通
結

節
点
か
ら
観
光
地
へ
の
移
動
手
段

確
保
を
検
討
し
て
い
く
。

　

利
用
状
況
や
運
転
手
不
足
な
ど

を
踏
ま
え
、
10
月
か
ら
運
行
内
容

の
見
直
し
も
行
う
予
定
。
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
つ
い
て
も
、
タ

ク
シ
ー
利
用
を
含
め
必
要
な
移
動

手
段
を
確
保
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
い
く
。

林
議
員

　

本
町
で
は
、
ひ
ま
わ
り
を
は
じ

め
、
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
な
ど
農
産

物
を
活
用
し
た
販
売
が
行
わ
れ
て

い
る
。
近
隣
自
治
体
で
行
わ
れ
て

い
る
米
の
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
や
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
商
品
に
関

心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
、
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
売
上
向
上
に
つ
な

が
る
と
し
て
、
北
竜
町
で
も
導
入

を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

佐
々
木
町
長

　

通
年
で
収
益
性
の
あ
る
観
光
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
ゲ
ー

ム
性
を
取
り
入
れ
た
販
売
は
町
を

訪
れ
る
新
た
な
き
っ
か
け
に
な

る
。近
隣
自
治
体
の
事
例
や
費
用
、

収
益
性
な
ど
を
調
査
し
、
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
、
町
の
認
知

度
と
集
客
力
を
高
め
る
取
り
組
み

を
検
討
す
る
。

川
本
ま
ち
未
来
戦
略
課
長

　

本
年
度
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
3
台

購
入
し
、
札
幌
市
や
浜
頓
別
町
の

イ
ベ
ン
ト
で
活
用
し
た
。
特
産
品

を
景
品
と
し
て
提
供
し
好
評
を
得

て
お
り
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
で
継

続
し
て
活
用
し
て
い
く
。

林
議
員

 

一
年
を
通
じ
た
町
内
へ
の

 

集
客
に
向
け
て

お気軽に町長室にお立ち寄りください。

公務や事務打ち合わせなどの予定が入る場合もありますので、

事前に電話をいただければ幸いです。

■役場総務課　℡：３４‐７０２８

 その その 声声をまちづくりにをまちづくりに 活活かします！かします！皆様へ！ お話がしたいです
皆様へ！ お話がしたいです



99 令和８年１１月号令和８年１１月号

沖
野
議
員

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族

化
が
進
み
、
お
墓
を
代
々
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
霊
園
に
お
い
て

も
、
無
縁
墓
と
な
り
つ
つ
あ
る
墓

が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

道
内
に
お
い
て
は
、
合
同
墓
の

設
置
を
進
め
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
も

合
同
墓
を
設
置
す
る
考
え
が
あ
る

の
か
。

佐
々
木
町
長

　

中
央
霊
園
は
昭
和
48
年
度
に
条

例
設
置
さ
れ
て
お
り
、
以
後
数
回

の
区
画
拡
大
を
行
い
現
在
の
形
と

な
っ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

展
に
伴
い
、
お
墓
を
維
持
管
理
し

て
い
く
の
が
困
難
な
家
庭
が
増
え

て
き
て
い
る
現
状
や
、
お
墓
に
対

す
る
価
値
観
の
変
化
な
ど
か
ら
、

澤
田
議
員

　

従
来
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で

あ
る
プ
レ
ベ
ナ
ー
20
は
、
公
費
に

よ
る
定
期
接
種
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
２
０
２
５
年
に
発

売
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
バ
ッ
ク
ス

は
、
日
本
人
に
適
合
す
る
効
率
的

な
肺
炎
予
防
が
期
待
さ
れ
、
生
涯

に
一
度
の
接
種
で
よ
い
と
さ
れ
て

い
る
。

遺
骨
を
お
墓
で
は
な
く
納
骨
堂
な

ど
に
納
め
て
供
養
す
る
方
や
、
墓

じ
ま
い
を
し
た
り
検
討
さ
れ
て
い

る
方
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
。

　

近
年
、
自
治
体
を
は
じ
め
宗
教

法
人
等
に
よ
る
合
葬
墓
の
整
備
や

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。

　

町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
や
他
自

治
体
が
運
営
す
る
合
葬
墓
の
調
査

等
も
行
っ
た
上
で
、
必
要
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
公
営
で
建
て
る
の
か
民

間
の
力
を
借
り
て
建
て
る
の
が
よ

い
の
か
も
検
討
し
た
い
。

　

物
価
高
騰
等
で
高
齢
者
に
と
っ

て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る

費
用
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
人
口
減
少
が
進
む
社
会
に
お

い
て
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
は
町

の
経
済
や
社
会
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
最
新
の
肺
炎
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
助
成
事
業

を
提
案
す
る
が
町
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

肺
炎
は
重
症
化
す
る
と
命
に

関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
回
復
後
も

呼
吸
機
能
や
筋
力
の
低
下
な
ど

に
よ
り
生
活
機
能
が
低
下
し
、
要

介
護
状
態
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
。
健
康
寿
命
へ
の
影
響
も

大
き
く
、
予
防
は
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。

　

現
在
、
65
歳
の
方
な
ど
を
対
象

と
し
た
定
期
接
種
で
は
、
自
己
負

担
４
，
０
０
０
円
と
な
る
よ
う
約

７
，０
０
０
円
を
助
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
定
期
接
種
の
機
会
を
逃
し

た
66
歳
以
上
の
方
に
は
、
初
回
接

種
に
限
り
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
関

わ
ら
ず
５
，
０
０
０
円
を
助
成
し

て
い
る
。

澤
田
議
員

　

キ
ャ
ッ
プ
バ
ッ
ク
ス
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
も
５
，
０
０
０
円
の
助

成
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
よ
い
か
。

　

効
率
が
よ
く
、
生
涯
に
一
度
の

接
種
で
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、町
民
の
健
康
維
持
の
た
め
、

50
代
後
半
か
ら
60
代
前
半
の
方
も

助
成
対
象
と
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
や
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
率
が
低
い

と
思
わ
れ
る
た
め
、
健
康
教
室
や

老
人
ク
ラ
ブ
、
町
内
会
な
ど
を
活

用
し
て
、
町
民
へ
の
周
知
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

佐
々
木
町
長

　

国
の
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
任

意
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
ワ

ク
チ
ン
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず

５
，０
０
０
円
を
助
成
し
て
い
る
。

　

町
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

健
康
教
室
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
町
内

会
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

　

50
代
か
ら
60
代
の
方
へ
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
町
独
自
の
対
策
と

な
る
た
め
財
源
等
を
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。

沖
野
議
員

 

公
営
合
同
墓
の
設
置
に

 

つ
い
て

澤
田
議
員

 
最
新
型
肺
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

 

助
成
事
業
の
実
施
に
つ
い
て



1010

決算審査特別委員会　　（９月１６日～１７日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 沖野 林 寺垣佐藤木村澤田尾﨑中村

令和７年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について － ○ ○ ○ ○ ○ － ○

決算審査特別委員会における質疑の件数 － 質疑
１件

質疑
12件

質疑
１件

質疑
１件

質疑
13件 － 質疑

９件

決算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

・ふるさと納税推進事業について

北竜町における「ふるさと納税」については、大変貴重な財源で

あり今回、ふるさと納税一括代行業務委託として町内での納税事

務を行うために代行業者と包括連携協定を締結し事務所開設に至

ったが、今後のふるさと納税の大幅な伸びと費用対効果に期待す

るところである。事務所開設における初期投資もあることから、

十分な連携をとり目標の達成に尽力されたい。

昨年からの米価の変動を勘案し、今年

の目標値を設定している。

今後も、ＪＡと協議を重ね、委託業者

と連携し目標達成を目指す。

令和８年第３回定例会（会期：９月１５日～１８日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 沖野 林 寺垣佐藤木村澤田尾﨑中村

教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

公平委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町商業振興施設の設置及び管理に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年度北竜町一般会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

株式会社北竜振興公社の経営状況を説明する書類の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数 質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
２件

質疑
０件 －

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表
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議
会
基
本
条
例
。
北
竜
町

議
会
で
は
、
平
成
23
年
３
月

に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
条

例
は
議
会
運
営
に
係
る
様
々

な
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

議
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る

こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
の
活
動
を
町
民

に
評
価
し
て
も
ら
う
た
め
に

報
告
会
を
少
な
く
と
も
年
１

回
開
催
し
、
説
明
責
任
を
果

た
す
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
は
、
か
つ
て

は
対
面
方
式
で
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
一
方
的
な
説
明
に
よ

り
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
よ

り
身
近
に
と
い
う
こ
と
で
一

昨
年
、
昨
年
か
ら
は
「
議
会

カ
フ
ェ
」
と
称
し
カ
フ
ェ
方

式
に
よ
り
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
際
は
、
ひ
ざ
を
交

え
身
近
に
語
ら
う
こ
と
が
で

き
、
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
の
報
告
会
は
、
３
回

目
の
議
会
カ
フ
ェ
に
よ
り
、

商
業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
に

お
い
て
、
10
月
21
日
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
む
す
び
ば
」
が
８
月
29
日
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
の

雰
囲
気
の
中
、
飲
み
物
を
飲

み
な
が
ら
語
る
こ
と
が
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
で
子
ど
も
た
ち

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も

気
軽
に
集
い
、
交
流
が
で
き

る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

議
会
と
し
て
も
定
期
的
に

議
員
が
出
向
い
て
、
町
民
の

皆
様
と
気
軽
に
懇
談
す
る
機

会
を
作
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
議
員

と
の
親
近
感
や
交
流
を
深
め
、

町
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

要
望
を
集
約
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
、
議
員
の
立
場
や
役
割

を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

新
た
な
議
員
候
補
者
の
発
掘

が
で
き
れ
ば
申
し
分
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
お
む
す
び
」
が
常
設
と
な
り
、

「
ひ
ま
リ
エ
」
が
９
月
27
日
に

オ
ー
プ
ン
し
も
の
づ
く
り
の

発
想
を
喚
起
す
る
も
の
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
が
目
白

押
し
の
北
竜
町
。
今
後
が
楽

し
み
で
す
。 　

（
中
村 

尚
一
）

　 社会保険料(国民年金保険料)社会保険料(国民年金保険料)
控除証明書が発行されます控除証明書が発行されます

～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

 ● 国民年金保険料は、所得税及び住民税の社会保険料控除の対象になります。

 ● 社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が必要です。

 ● ご家族の方の国民年金保険料を納付した場合も納付された方の申告に加えることができます。

【社会保険料（国民年金保険料）控除証明書についての問い合わせ先】
℡：０５７０‐００３‐００４（ナビダイヤル）

※ただし、９月下旬から１０月上旬にかけてコンビニエンスストアで保険料を納付された一部の 
   方は、１１月中旬に「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送付する予定です。

■保険料納付と社会保険料(国民年金保険料）控除証明書の送付時期

国民年金保険料の納付 控除証明書の送付

令和８年１月１日～９月３０日までの納付 令和８年１１月上旬

令和８年１０月１日～１２月３１日までに今年初めての納付 令和９年２月上旬
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今
月
の
行
政
相
談

高
齢
者
運
転
免
許
証

  

自
主
返
納
時
の
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

自
宅
か
ら
深
川
警
察
署
沼
田
警
察

庁
舎
ま
で
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
11
・
12
月
の
送
迎
日
】

■
11
月
19
日
（
木
）

※
申
し
込
み
期
限
11
月
13
日（
金
）

■
12
月
17
日
（
木
）

※
申
し
込
み
期
限
12
月
14
日（
月
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

11
月
17
日(

火)

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

■夜間急病テレホンセンター ℡：22‐4100

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

11/1
 （日）

深川市立病院
(担当医・納内診療所 所長 己斐幹生）

℡ 22-1101

若葉台病院

℡ 0125-75-2266

11/3
 （火）

斎藤整形外科医院

℡ 23-3737

11/8
 （日）

深川市立病院

℡ 22-1101

多比良歯科医院

℡ 0125-54-3510

11/15
 （日）

深川市立病院

℡ 22-1101

ひらやま歯科

℡ 0125-72-2323

11/22
 （日）

深川市立病院

℡ 22-1101

11/23
 （月）

斎藤整形外科医院

℡ 23-3737

11/29
 （日）

深川市立病院
(担当医・みきた整形外科クリニック
 院長 三木田光）

℡ 22-1101

ぬまくら歯科

℡ 22-5615

休 日 当 番 医

北竜町地域子育て支援センター

℡：３４‐８８０２

○日時　11月18日(水）

　　　　10:00～11:30

　場所　子育て支援センター

　内容　室内遊び

ピカピカキッズ
○日時　11月６日(金）

　　　　10:00～11:30

　場所　すこやかセンター

　内容　保健師講話

○日時　11月28日(土）

　　　　10:00～11:30

　場所　老人福祉センター

　内容　おむすび

　　　　「森田先生の運動遊び」

ちびっこひろば
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
11
月
16
日
（
月
）
～

　
　
　
　

11
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
19
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

令
和
８
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
２
等
陸
・
海
・
空
士

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】　

通
年

【
試
験
期
日
】

　

12
月
13
日
（
日
）・
14
日
（
月
）

　

の
ど
ち
ら
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

旭
川
地
区
隊

　

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

■
募
集
相
談
員

　

加
藤
宰
・
松
本
浩
章
・
寺
垣
信
晃

特
別
徴
収
に
よ
る

　
　
　
　
納
入
に
つ
い
て

　

「
特
別
徴
収
」
は
、
給
与
の
支

払
者
で
あ
る
事
業
主
が
、
従
業
員

に
毎
月
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
額
を
差
し
引
い
て
市
町
村
に
納

入
す
る
制
度
で
す
。

　

年
税
額
を
12
回
に
分
け
て
支
払

う
た
め
、
普
通
徴
収
（
７
月
・
11

月
の
年
２
回
）
よ
り
も
１
回
あ
た

り
の
負
担
が
少
な
く
な
り
、
従
業

員
一
人
ひ
と
り
が
金
融
機
関
等
へ

納
税
に
出
向
く
手
間
も
省
け
、
納

め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
別
徴

収
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

税
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
解
体
、

所
有
者
の
変
更
は
税
務
係
へ

　

家
屋(

車
庫
・
倉
庫
等)

の
固
定

資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
に
家
屋

を
所
有
し
て
い
る
人
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
は
、
役
場
こ
ど
も
・

く
ら
し
応
援
課
税
務
係
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
た
時

■
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時

■
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
時

　

一
部
ま
た
は
全
部
の
取
り
壊
し

を
し
た
場
合
や
年
内
に
取
り
壊
す

予
定
が
あ
る
方
は
、
来
年
度
か
ら

そ
の
解
体
部
分
は
課
税
の
対
象
か

か
め
の
上
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

税
・
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
１
枚
の
金

額
が
30
万
円
以
上
の
も
の
を
除

く
）・
深
川
道
税
事
務
所
で
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納

付
書
が
手
元
に
無
い
場
合
、
深
川

道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

空
知
総
合
振
興
局
深
川
道
税
事
務
所

℡
２
３
‐
３
５
７
８

ら
除
か
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

税
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

11
月
30
日
は

個
人
事
業
税
第
２
期
納
期
限

　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
付

書
は
、
８
月
に
第
１
期
分
と
併
せ

て
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
確

北竜町の事件・事故の発生状況（９月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

粗暴犯 その他 合計

2026年 ０ ０ ０ ３ ２ ５

2025年 ０ ３ ０ ２ １ ６

人 身 事 故 物 損 事 故

2026年 ０ 2026年 32

2025年 ０ 2025年 38
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冬
の
路
面
は
急
変
化

ス
リ
ッ
プ
招
く

急
ぐ
心
に
ブ
レ
ー
キ
を

■
冬
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
11
月
13
日
～
11
月
22
日

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
】

①
歩
行
者
や
自
転
車
を
見
落
と
し

や
す
く
な
る
薄
暮
の
時
間
帯
か
ら

夜
間
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

交
差
点
や
横
断
歩
道
近
く
で
は
速

度
を
落
と
し
、
安
全
確
認
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

②
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
を
横

断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者
等
が
い

る
湯
合
は
、
必
ず
横
断
歩
道
の
手

前
で
一
時
停
止
し
、手
で
合
図（
ハ

ン
ド
サ
イ
ン
）
を
し
て
横
断
を
促

し
ま
し
ょ
う
。

③
降
雪
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
早

め
の
タ
イ
ヤ
交
換
を
行
い
、
冬
タ

イ
ヤ
に
交
換
後
は
、
ナ
ッ
ト
の
緩

み
な
ど
異
常
が
無
い
か
を
定
期
的

に
点
検
し
、
ナ
ッ
ト
の
増
し
締
め

を
行
っ
て
タ
イ
ヤ
の
脱
落
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

④
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

急
発
進
は
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な

り
、
特
に
日
陰
や
橋
の
上
、
ト
ン

ネ
ル
な
ど
で
は
、
路
面
が
凍
結
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

⑤
令
和
８
年
９
月
１
日
か
ら
中
央

線
等
が
な
い
道
路
に
お
け
る
自
動

車
の
法
定
速
度
は
時
速
30
㎞
で
す
。

　

市
街
地
の
生
活
道
路
だ
け
で
は

な
く
、
郊
外
部
で
も
中
央
線
等
が

な
い
道
路
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

積
雪
な
ど
で
中
央
線
等
が
見
え

な
い
場
合
は
、
路
面
と
天
侯
状
況

に
応
じ
た
、
安
全
な
速
度
で
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

【
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
】

①
外
出
の
際
は
明
る
い
色
の
服
装

や
反
射
材
を
身
に
付
け
て
、
自
分

の
存
在
を
目
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。

②
横
断
歩
道
を
渡
る
時
は
、
手
を

あ
げ
る
等
の
合
図
を
し
て
道
路
を

横
断
す
る
意
思
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

③
横
断
前
の
安
全
確
認
は
も
ち
ろ

ん
、
横
断
中
も
常
に
左
右
の
安
全

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

熊本県並びに熊本県氷川町に
義援金を送付しました

　北竜町では、７月２８日に発生した熊本地震により被災された熊本県並びにドラゴンサ

ミット構成町でありました熊本県氷川町（旧竜北町）への災害支援義援金を送付いたしました。

　氷川町は、平成１７年１０月１日に竜北町と宮原町が合併し誕生した町で、旧竜北町は、

北竜町とも親睦のあった町です。

　この度の震災に対し、町では観光センター・すこやかセンターで義援金募集を行うとともに、

町内各団体にも支援の要請を行いました。

　義援金の総額は６６２，９１３円で、内２００，０００円を熊本県に、４６２，９１３円

を氷川町に送付いたしました。また、氷川町にはペットボトル飲料水３，０００本を提供し

ております。皆様のご善意に感謝申し上げます。

義援団体：北竜町、北竜町議会、きたそらち農業協同組合北竜支所、北竜土地改良区、

　　　　　北竜町農業委員会、北竜町農民協議会、その他一般町民

まちの動き
１０月１日現在（前月比）

世帯数　７７８世帯(－５)
 人口 １, ５４３人(－７)
　男　　　７４９人(－２)
　女　　　７９４人(－５)

(外国人含)

施設メンテナンスのため下記の日程で休館致します。

１１/ ９  (月)～１３(金)：全館休館

１１/１４ (土)～：通常営業

サンフラワーパーク北竜温泉
休館のお知らせ 【℡：３４－３３２１】



1515 令和８年１１月号令和８年１１月号

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

和　
　
　

宮
脇 

正
博　

様

　
　

西　

川　

山
崎　

稔 　

様

 

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

 

和
東
町  

加
地 

キ
ミ
子 

氏 
97
歳

                

（
９
月
16
日
死
去
）

　

 

和　
　

  

宮
脇  

衣
子  

氏 

95
歳

                

（
９
月
22
日
死
去
）

　

 

西　

川  

山
崎  

ふ
さ  

氏 

97
歳

                

（
９
月
25
日
死
去
）

水
音
の
遥
か
刈
田
の
深
呼
吸 

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
玲
子

黄
熟
の
稲
田
明
か
り
に
暮
れ
残
る 

　
　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

鹿
猟
の
発
砲
音
が
裂
く
朝
　  

　 

　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

手
鏡
の
白
髪
の
向
う
紅
葉
山
　
　   

　
　
　
　
　
山
下
好
晴

秋
彼
岸
一
歩
近
づ
く
母
の
味
　   

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

秋
桜
が
風
に
揺
れ
い
て
朝
か
な
　 

　
　
　
　
　
　
南
　
秀
幸

「
む
す
び
ば
」
に
集
う
笑
顔
や
秋
日
和
　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

　北竜町できらりと光る町民を紹介するインタビューメディア『ひまわりのまわり』。

１０月は、キャリアデザインキャンプに参加した「高橋和希さん、高橋健斗さん、

堂前音娃さん、佐藤璃奈さん」の座談会記事、林業を営む自然下の「上井達矢さん・

仁美さん」の記事をアップしました。

　令和８年度上半期の記事をまとめた『ひまわりのまわり冊子版』も全戸配布して

いますので、ぜひ読んでみてください。今後の更新もお楽しみに！

【問い合わせ先】役場まち未来戦略課　℡：３４‐７０２９

https://note.com/
himawari_mawari

インタビューインタビュー
　メディア　メディア 『ひまわりのまわり』『ひまわりのまわり』更新情報更新情報

【問い合わせ先】　北竜町社会福祉協議会　担当：村井 恵（コミュニティソーシャルワーカー）
　　　　　　　　℡：３４‐２４３５ ／ 携帯電話：０９０‐２８１８‐２４３５（直通）
　　　　　　　　※相談支援業務も行っています。お気軽にご相談ください。

■おむすび・むすびば 開放日 ： 平日　　　　■利用時間：９時～１７時

～北竜町社会福祉協議会からのお知らせ～～北竜町社会福祉協議会からのお知らせ～

　みんなの広場「おむすび」では１１月２８日（土）に、役場こども・くらし応援課、Ｎ‐ｌ

ｉｎｋ（沼田町）、子育て支援センター、社会福祉協議会の合同企画で「ワイヤークラフト」と「糸

巻きガーランド作り」を行います。詳しくは今月号の折り込みチラシをご覧ください。
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北
竜
町
中
学
生

北
竜
町
中
学
生

短
期
語
学
留
学
助
成
事
業

短
期
語
学
留
学
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
参
加
報
告

　
　
　
　
　
　
参
加
報
告

　

私
は
８
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で

の
11
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

短
期
留
学
に
行
き
ま
し
た
。
初
め

て
の
海
外
旅
行
だ
っ
た
た
め
、
と

て
も
楽
し
み
な
反
面
、
日
本
と
は

環
境
が
違
う
の
で
少
し
心
配
も
あ

り
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

着
く
ま
で
に
は
飛
行
機
で
片
道
７

時
間
ほ
ど
か
か
り
、
長
時
間
座
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
大
変
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
到
着
す
る

と
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が
簡
単
な
単

語
を
使
っ
て
挨
拶
を
し
て
く
れ
た

の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
生
活
で
は
、
午
前
中

に
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
午

後
か
ら
は
観
光
に
出
か
け
る
と
い

う
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

昼
食
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
中
に

リ
ン
ゴ
が
丸
ご
と
入
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
、
現
地
で
は
皮
ご
と
食

べ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
午
後

か
ら
の
観
光
で
は
、
コ
ア
ラ
を
見

た
り
し
ま
し
た
。

　

食
事
に
関
し
て
は
、
朝
食
と
昼

食
は
ほ
ぼ
毎
日
シ
リ
ア
ル
と
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
で
、
メ
ニ
ュ
ー
が
変

わ
ら
な
か
っ
た
た
め
少
し
飽
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
夕

食
は
毎
日
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
り
、

主
食
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
マ

ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
が
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。
一
度
カ
レ
ー
が

出
た
と
き
に
は
、
日
本
の
お
米
の

美
味
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

毎
日
の
流
れ
は
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に

戻
る
と
ル
ー
ム
メ
イ
ト
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
家
で

映
画
を
見
た
り
し
て
楽
し
く
過

ご
せ
ま
し
た
。
た
だ
、
映
画
は
音

声
も
字
幕
も
英
語
だ
っ
た
た
め
、

内
容
を
理
解
す
る
の
は
難
し
か

っ
た
で
す
。

　

午
後
か
ら
の
観
光
で
一
番
楽

し
か
っ
た
の
は
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
す
。
そ
こ
に
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ら
で
は
の
も
の
ば
か

り
が
売
ら
れ
て
お
り
、
私
は
帽
子

を
買
い
ま
し
た
。
見
て
い
る
だ
け

で
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

２
日
間
の
休
日
、
１
日
目
は
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
、
見
た
こ
と
の
な
い
お
菓
子
を

買
い
ま
し
た
。
お
土
産
店
と
比
べ

る
と
値
段
が
安
く
、
と
て
も
良
心

的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
宗
教
施
設
（
教
会
）

に
行
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
歌
を

歌
っ
た
後
、
一
緒
に
昼
食
を
食
べ

た
の
で
す
が
、
日
本
の
仏
教
と
は

雰
囲
気
が
全
然
違
っ
た
た
め
驚
き

ま
し
た
。
最
終
日
は
、
短
い
期
間

な
が
ら
も
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス

ト
マ
ザ
ー
や
ル
ー
ム
メ
イ
ト
と
お

別
れ
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も

寂
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
留
学
を
通
し
て
、
無
理

に
長
い
文
章
を
話
さ
な
く
て
も
、

簡
単
な
単
語
だ
け
で
十
分
に
気
持

ち
が
伝
わ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
大
切
な
の
は
「
伝
え
よ
う
と

す
る
姿
勢
」な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
英
語
の
勉
強
や
新
し

い
挑
戦
を
頑
張
り
ま
す
。

　
北
竜
町
で
は
、
中
学
２
年
生
ま
で
に
英
語
検
定
３
級
以
上
を
取
得
し

　
北
竜
町
で
は
、
中
学
２
年
生
ま
で
に
英
語
検
定
３
級
以
上
を
取
得
し

た
中
学
生
に
対
し
、
北
竜
町
中
学
生
短
期
語
学
留
学
助
成
事
業
を
行
っ

た
中
学
生
に
対
し
、
北
竜
町
中
学
生
短
期
語
学
留
学
助
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
中
学
３
年
生
３
名
が
、
８
月

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
中
学
３
年
生
３
名
が
、
８
月
1111
日
か
ら

日
か
ら
2121
日
の
日
の

1111
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ア
ン
ズ
へ
留
学
し
ま
し
た
。
留
学
を

日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ア
ン
ズ
へ
留
学
し
ま
し
た
。
留
学
を

終
え
た
３
名
よ
り
感
想
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

終
え
た
３
名
よ
り
感
想
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
新
し
い
環
境
』

『
新
し
い
環
境
』

　
　
　

　
　
　  

北
竜
中
学
校
３
年

北
竜
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　   

   

大
井
大
井  

成
蓮
成
蓮

大井 成蓮 さん大井 成蓮 さん小菅 陽貴 さん小菅 陽貴 さん深瀬 舜介 さん深瀬 舜介 さん
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最
初
は
英
語
を
聞
き
取
れ
る

か
、
話
せ
る
か
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
か
心
配
で
し
た
。

で
す
が
、実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、

現
地
の
人
は
な
る
べ
く
わ
か
る
よ

う
に
言
葉
を
選
ん
で
く
れ
て
い
る

の
を
感
じ
て
、 

案
外
英
語
を
理
解

で
き
、
話
す
の
も
身
に
つ
け
た
基

礎
的
な
も
の
で
も
十
分
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
ま
し
た
。

今
回
の
留
学
で
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
話
す
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
日
本
ほ
ど
治
安
は
よ
く
な
い

の
で
、
ほ
ぼ
常
に
警
戒
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

留
学
に
行
く
前
と
行
っ
た
後
で

は
、
自
分
の
英
語
に
自
信
を
持
っ

て
話
せ
る
か
、
自
分
か
ら
話
し
に

い
け
る
か
が
、
一
番
の
成
長
し
た

点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
一
番
の
思
い
出
は
、
キ

ュ
ラ
ン
ダ
観
光
で
し
た
。
キ
ュ
ラ

ン
ダ
観
光
で
は
ケ
ア
ン
ズ
駅
か
ら

キ
ュ
ラ
ン
ダ
鉄
道
に
２
時
間
ほ
ど

乗
っ
て
い
き
ま
し
た
。
山
を
ゆ
っ

く
り
登
っ
て
い
く
途
中
の
景
色
が

日
本
と
は
違
っ
た
力
強
さ
を
感
じ

る
自
然
で
し
た
。
ま
た
、
列
車
の

中
で
他
の
留
学
生
と
一
気
に
仲
良

く
な
っ
た
の
が
楽
し
く
、
あ
っ
と

い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

　

ま
ず
キ
ュ
ラ
ン
ダ
に
着
い
た

ら
、
コ
ア
ラ
ガ
ー
デ
ン
に
行
き
ま

し
た
。
ワ
ラ
ビ
ー
に
餌
や
り
を
し

た
り
、
コ
ア
ラ
や
ワ
ニ
を
見
ま
し

た
。
次
に
ア
ー
ミ
ー
ダ
ッ
ク
に
行

き
ま
し
た
。
元
々
戦
車
だ
っ
た
も

の
を
改
造
し
た
乗
り
物
で
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
中
や
池
の
中
を
走
り

ま
し
た
。
危
険
な
植
物
、
珍
し
い

蝶
々
、
と
て
も
高
い
木
々
が
あ
り

ま
し
た
。
最
後
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

方
と
一
緒
に
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
投

げ
た
り
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ダ
ン
ス
を

み
て
踊
っ
た
り
、
槍
投
げ
を
見
ま

し
た
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ダ
ン
ス
の
最

後
は
観
客
の
人
も
踊
っ
て
い
て
、

見
て
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ブ
ー
メ
ラ
ン
は
投
げ
た
ら

ち
ゃ
ん
と
戻
っ
て
き
て
、
不
思
議

で
し
た
。

　

通
常
の
勉
強
は
ス
タ
デ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
し
ま
し
た
。
日
本
の
堅

い
感
じ
と
違
っ
て
、
海
外
は
先
生

が
元
気
に
話
し
て
、
話
題
が
逸
れ

て
も
楽
し
ま
せ
る
の
が
上
手
く

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ア
ニ
ー
先

生
は
す
ご
く
元
気
で
、
大
事
な
こ

と
も
わ
か
り
や
す
い
英
語
で
話

し
て
く
れ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
事
、
英
語
を
学
ぶ
事
、
そ
れ
以

外
の
当
た
り
前
の
事
に
つ
い
て

授
業
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
失

敗
を
恐
れ
な
い
で
。
私
は
ミ
ス
が

好
き
で
す
。
英
語
を
聞
い
て
い
る

だ
け
で
も
役
に
立
つ
よ
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
に
帰
っ
て
き
た

時
の
安
心
感
と
疲
労
感
が
す
ご
か

っ
た
で
す
。
日
本
に
着
い
て
か
ら

気
が
抜
け
て
忘
れ
物
を
し
そ
う
に

な
る
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
く
ら
い
日
本
に
信
頼
を

持
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
大
阪
は
す
ご
く
蒸

し
暑
く
て
苦
し
か
っ
た
の
で
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
そ
の
点
は
か

な
り
快
適
で
し
た
。
今
回
の
留
学

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
達
に
感
謝

し
、
今
ま
で
日
本
で
は
も
っ
と
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
留
学
で
し
た
。

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
を

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
を

終
え
て
』

終
え
て
』

　
　
　

　
　
　  

北
竜
中
学
校
３
年

北
竜
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　   
   

小
菅
小
菅  

陽
貴
陽
貴
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
日
本
と

の
違
い
や
、
外
国
の
楽
し
さ
、
現

地
で
の
生
活
な
ど
様
々
な
こ
と
が

知
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
８
月
11
日
の
19
時
15

分
に
関
西
国
際
空
港
に
集
合
で
し

た
が
14
時
半
ぐ
ら
い
に
関
空
に
つ

き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
に
両
替

を
行
っ
た
り
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど

で
時
間
を
潰
し
ま
し
た
。
こ
の
時

は
ま
だ
み
ん
な
と
い
ら
れ
た
か
ら

安
心
で
き
て
い
ま
し
た
。
集
合
時

間
に
な
り
21
時
45
分
の
ジ
ェ
ッ
ト

ス
タ
ー
の
飛
行
機
に
乗
り
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
合
流
し
て
、
英
語
レ
ッ
ス
ン

を
や
り
、
午
後
か
ら
は
街
を
歩
き

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
い
ま
し

た
。
ケ
ア
ン
ズ
の
街
並
み
は
北
竜

と
少
し
違
い
自
然
も
あ
り
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
道
な
ど
は
舗
装

さ
れ
て
い
た
り
、
駅
な
ど
も
あ

り
、
イ
ン
フ
ラ
が
し
っ
か
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
以
降
は
通
常
通
り
英
語

レ
ッ
ス
ン
を
お
昼
ま
で
し
て
か
ら

コ
ア
ラ
＆
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
ズ
や
キ

ュ
ラ
ン
ダ
観
光
、
博
物
館
、
ケ
ア

ン
ズ
水
族
館
見
学
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
ケ
ア
ン
ズ
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
や
自
然
、
文
化
な
ど
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
生
活
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　

計
６
回
の
英
語
レ
ッ
ス
ン
を
通

し
て
洋
楽
の
意
味
を
日
本
語
に
直

し
て
発
音
す
る
こ
と
や
、
最
初
の

ス
ペ
ル
か
ら
単
語
を
当
て
る
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
、
伝
え
る

こ
と
や
聞
く
こ
と
を
伸
ば
す
こ
と

の
で
き
る
授
業
で
し
た
。

　

北
竜
で
は
第
40
回
の
ひ
ま
わ
り

祭
り
が
あ
り
他
に
も
沼
田
町
の
あ

ん
ど
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
祭
り

が
あ
り
、
行
き
た
か
っ
た
と
思
う

日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
滅
多
に
経

験
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
た
め
行

っ
た
こ
と
の
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
練
習

の
お
か
げ
で
大
勢
の
人
の
前
で

話
す
こ
と
、
発
表
す
る
こ
と
を
自

信
を
持
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
っ
た
場

所
で
で
き
た
こ
と
は
、
コ
ア
ラ
ガ

ー
デ
ン
で
は
コ
ア
ラ
を
抱
っ
こ
で

き
、
蛇
に
も
触
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
爬
虫
類
な
ど
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

キ
ュ
ラ
ン
ダ
観
光
で
は
、
電
車

に
乗
っ
て
大
自
然
の
中
を
進
み
、

景
色
も
よ
く
、
着
い
た
ら
カ
ン
ガ

ル
ー
の
餌
や
り
体
験
や
ワ
ニ
、
コ

ア
ラ
な
ど
を
見
た
後
に
、
ア
ボ
リ

ジ
ニ
の
ダ
ン
ス
や
狩
り
の
仕
方
を

見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

博
物
館
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
歴
史
、
ケ
ア
ン
ズ
水
族
館
で
は

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
や
現
地
の
海
の

動
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
21
日
は
飛
行
機
に
乗

せ
る
荷
物
の
制
限
に
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
過
ご
す
一
日
で
し
た
。
8

時
間
飛
行
機
に
乗
り
、
日
本
に
着

い
た
瞬
間
に
安
心
感
が
溢
れ
て
き

ま
し
た
。　
　
　
　

　

次
の
日
は
一
日
大
阪
で
観
光

で
き
、
北
竜
と
の
利
便
性
の
違
い

を
実
感
で
き
ま
し
た
。
関
空
か
ら

新
千
歳
ま
で
は
と
て
も
短
く
感

じ
、
北
竜
が
近
く
な
っ
て
き
て
嬉

し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
新
千
歳

空
港
で
は
時
間
が
あ
っ
た
か
ら

ゆ
っ
く
り
で
き
、
北
海
道
を
堪
能

で
き
ま
し
た
。
札
幌
駅
に
行
き
、

深
川
駅
ま
で
は
一
瞬
に
感
じ
す

ぐ
着
き
ま
し
た
。
少
し
や
り
残
し

た
感
じ
が
あ
り
ま
す
が
楽
し
い

11
日
間
で
し
た
。

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
経
験
』

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
経
験
』

　
　
　

　
　
　  

北
竜
中
学
校
３
年

北
竜
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　   

   

深
瀬
深
瀬  

舜
介
舜
介



1919 令和８年１１月号令和８年１１月号

現在町内で活躍中の地域おこし協力隊員と集落支援員の活動をご紹介いたします。

地域おこし協力隊員は都市部から移住し、まちの課題解決や魅力向上に取り組んでいます。集落支援員

は地域に根ざした守り手として、地域の実情に精通した方々が集落機能の維持のため日々活動中です。

今月は集落支援員の滝上和昭さん、櫻庭賢一さん、星野忠雄さんの活動をご紹介いたします。

　北竜町の基幹産業である農業を支え、持続可能な地域づ

くりを進めるため、３人は集落支援員として活動しています。

　３人は、きたそらち農協で長年にわたり活躍され、現在

は町産業課に在籍しています。農業の現場で培った知識や

経験を生かし、農業を支援するとともに、集落の維持や活

性化に向けたさまざまな取組を行っています。

　町民の皆さんにとっては、顔なじみで気軽に相談できる

存在です。町のことをよく知る「身近な相談相手」として、

農業者が抱えるさまざまな課題に寄り添いながら、町の暮

らしや農業を支える活動に取り組んでいます。

滝上 和昭 さん  ・  櫻庭 賢一 さん  ・  星野 忠雄 さん滝上 和昭 さん  ・  櫻庭 賢一 さん  ・  星野 忠雄 さん

滝上 和昭 さん滝上 和昭 さん 櫻庭 賢一 さん櫻庭 賢一 さん 星野 忠雄 さん星野 忠雄 さん

北 竜 町 公 式北 竜 町 公 式

友 だ ち 登 録 は こ ち ら友 だ ち 登 録 は こ ち ら

北竜町公式LINEアカウントを７月９日より、開設しています。北竜町公式LINEアカウントを７月９日より、開設しています。

まちのお知らせやイベント情報、まちのお知らせやイベント情報、熊の目撃情報などをより早く熊の目撃情報などをより早く

お届けします！　ぜひ、友だち登録をお願いします！お届けします！　ぜひ、友だち登録をお願いします！

【問い合わせ先】【問い合わせ先】
　役場まち未来戦略課 魅力発信係 ℡：３４‐７０２９　役場まち未来戦略課 魅力発信係 ℡：３４‐７０２９

L I N EL I N E 友だち募集中！友だち募集中！

二次元コードから追加二次元コードから追加 ＩＤ検索から追加ＩＤ検索から追加

LINEアプリの

「友だち追加」

から左記のQR

コードを読み

取って登録。

LINEアプリの「友だち

追加」の「検索」から

下記IDを入力して登録。

LINE ID

@hokuryutown@hokuryutown
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３３７

　

霜
月
、
そ
ろ
そ
ろ
雪
も
ち
ら
つ

く
季
節
で
す
。

雪
が
降
っ
て
く
る
と
生
活
も
一
変

し
ま
す
よ
ね
。
寒
い
し
道
は
滑
り

や
す
く
な
る
し
。

　

そ
う
で
す
、
犬
と
雪
遊
び
が
好

き
な
少
数
派
以
外
は
運
動
す
る
こ

と
が
極
端
に
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

先
月
は
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
運
動
に
つ
い
て
で
す
。

　

診
察
の
際
に
毎
回
食
事
や
運
動

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
生
活
習
慣
病
の
療

養
指
導
を
し
な
さ
い
と
ル
ー
ル
を

定
め
ま
し
た
。（
前
か
ら
や
っ
て
い

ま
し
た
が
）
毎
回
同
じ
質
問
を
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
患
者
さ

ん
も
お
医
者
さ
ん
も
飽
き
ま
す
よ
。

で
も
飽
き
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
と
丸
投
げ
し
ま
す
。
そ
り
ゃ
。

霞
が
関
の
ビ
ル
の
中
で
考
え
る
な

ら
な
ん
ぼ
で
も
好
き
勝
手
な
こ
と

が
言
え
ま
す
わ
な
。
現
場
で
は

「
何
か
体
に
良
い
こ
と
、
運
動
は

し
て
る
？
」

「
い
え
、
家
の
事
だ
け
で
す
」

「
い
え
、
仕
事
だ
け
で
す
」

そ
り
ゃ
そ
う
だ
わ
な
。
仕
事
で
疲

れ
て
帰
宅
後
に
運
動
は
な
い
わ
な
。

な
ら
ば
我
々
に
進
歩
は
な
い
の

か
？
ま
あ
皆
さ
ん
が
努
力
し
て
運

動
習
慣
を
習
得
す
れ
ば
良
い
だ
け

の
話
な
ん
で
す
が
。

　

実
は
家
事
炊
事
な
ど
家
の
事
や

体
を
動
か
す
仕
事
の
方
は
そ
れ
だ

け
で
結
構
な
カ
ロ
リ
ー
消
費
を
し

て
い
ま
す
。
短
時
間
軽
い
運
動
す

る
よ
り
は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
な
ら
い
い
じ
ゃ
ん
。
あ
え

て
運
動
し
な
く
て
も
。

い
や
い
や
今
日
の
ポ
イ
ン
ト
が
、

こ
こ
で
す
よ
。

食
事
も
偏
り
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
が

大
事
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
運
動
も

然
り
で
す
。

　

家
事
、
仕
事
を
含
め
日
常
生
活

動
作
で
は
動
き
に
偏
り
が
あ
る
場

合
が
多
い
よ
う
で
す
。
手
指
や
手

首
を
痛
め
た
り
腰
や
首
を
酷
使
し

た
り
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
方
が
多
い

で
す
よ
ね
。

　

体
全
体
の
筋
肉
や
関
節
を
使
い
、

筋
肉
に
負
荷
の
か
か
る
筋
ト
レ
系

の
動
き
や
、
ス
ト
レ
ッ
チ
効
果
を

狙
っ
た
柔
軟
体
操
、
少
し
息
が
上

が
る
程
度
の
心
肺
能
力
を
鍛
え
る

有
酸
素
運
動
な
ど
、
運
動
に
は
沢

山
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
食
事
と
一
緒
で
バ
ラ
ン
ス

と
共
に
量
も
重
要
で
す
。
運
動
の

負
荷
や
回
数
が
少
な
け
れ
ば
あ
ま

り
体
の
為
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

楽
な
こ
と
を
し
て
も
身
に
は
付
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

え
～
ハ
ー
ド
ル
が
高
杉
晋
作
。

そ
う
、
最
初
か
ら
完
璧
に
こ
な
そ

う
と
考
え
る
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
個
人
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

頼
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ン
な
こ
と
は
要
求
し
て
い
ま
せ
ん
。

何
で
も
完
璧
に
し
よ
う
と
す
る
日

本
人
の
悪
い
癖
で
す
。

　

ま
ず
は
毎
日
で
き
る
簡
単
な
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

朝
起
き
た
ら
お
布
団
の
上
で
体

を
曲
げ
た
り
伸
ば
し
た
り
ひ
ね
っ

た
り
。
お
天
気
が
良
け
れ
ば
朝
の

散
歩
を
お
勧
め
し
ま
す
。
散
歩
し

な
が
ら
体
操
も
良
い
で
す
ね
。

冬
は
階
段
を
使
っ
た
踏
み
台
昇
降

も
良
い
で
す
ね
。

一
つ
だ
け
か
ら
で
い
い
ん
で
す
。

面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
毎
日
で
き
る

事
を
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
運
動

習
慣
が
身
に
つ
く
と
い
ろ
ん
な
運

動
も
取
り
入
れ
た
く
な
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
健
康
の
方
か
ら
す
り

寄
っ
て
き
ま
す
。

できること
毎日

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
１１月２５日（水）は午後１時３０分より、浦本先生が深川市において
介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。
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北竜町教育委員会

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

11月２日・９日・16日・23日・30日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　　　

右記ＱＲコードより学校
便りをご覧いただけます。
【問い合わせ先】
 北竜町教育委員会 TEL:34-2553

右記ＱＲコードより、準備委員会の
様子等が掲載された「かわら版」令
和７年度第１号をご覧いただけます。

■今後の主催事業

■各学校便り

■図書館便り

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会
 （℡：３４‐２５５３）までご連絡ください。

右記ＱＲコードより図書館便りをご覧
いただけます。

真竜小学校 北竜中学校

教育委員会主催の社会教育・体育事業
は右記ＱＲコードより詳細をご確認
いただき電話等でお申し込み下さい。

■北竜町のこれからの学校づくり「かわら版」

月 日 行　事　名 場 所 時 間

２日（月）
町民文化祭（～３日）

公民館・
改善センター

 9:00～

親子映画観賞会 改善センター 18:00～

11月の生涯学習カレンダー

　９月５日、ふれあい農園において子どもと高齢者

のふれあい事業ふれあい農園収穫祭を開催しました。

　じゃがいもやにんじんなどたくさんの野菜を収穫

し、収穫した野菜を使ってふれあい推進委員の皆さ

んがカレーを作ってくださり、みんなで食べました。

子どもと高齢者のふれあい事業
「ふれあい農園収穫祭」を開催

レッツゴーPG大会・親子PG大会を開催

　１０月３日にひまわりＰＧ場にてレッツゴーＰＧ

大会・親子ＰＧ大会を実施しました。レッツゴーＰ

Ｇ大会には３２名、親子ＰＧ大会には１０組２０名

の方に参加していただきました。

　終了後には、パルムにて向日葵さんのカレーライ

スをみんなで食べました。

ひまわり大学９月講座を開催

　９月１０日、公民館大ホールにおいて、ひまわり

大学９月講座を開催しました。

　今回は、芸者ぼぅいずのお二人をお招きし、「副作

用無しのお笑いお座敷芸」というテーマで、学生の

皆さんを笑顔にしていただきました。
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地方創生トピックス地方創生トピックス
令和７年度から新たに始まった地方創生交付金２．０。北竜町ではどのようなことを行っているのか

町民の皆様に知っていただけるよう広報誌を通じて随時お知らせいたします。

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

ＮｏＭａｐｓは北海道を舞台に新しい価値を生み出す大きな枠組みで、クリエイティブな発想や技術によっ

て、次の社会・未来を創ろうとする人たちのための交流の場（コンベンション）です。２０１７年から、毎

年９月、札幌を中心に、産官学連携の運営体制で、開催されています。

９月２５日札幌で行われたセッションの第１部では、町長、教育長が登壇し「子

育ちのまち」の取組などを発表しました。第２部では「テクノロジーの秘密基地

が町の起爆剤に」をテーマにディスカッションを行いました。いずれも会場が

満杯で熱気に溢れていました。来年も参戦し積極的に発信を行っていく予定です。

ＮｏＭａｐｓ２０２６に北竜町が参戦！

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

地域資源のものづくりの素材としての可能性（ブランド化、販路の開拓など）を探るとともに、その活用例

を３１万人が参加するクリエイターコミュニティにアピールすることも目的としています。またクリエイタ

ーの自由な発想と技術による商品のラインナップの拡大を目指します。

エゾ鹿を素材として活用したオリジナル作品の製作をＣｒｅｅｍａがクリエイ

ターに募集しコンテストを行った結果、２８点の作品が誕生しました。しなや

かで丈夫なエゾ鹿の革や、保湿性に優れた鹿油を生かした作品が披露されました。

今後は寄せられた様々な声を踏まえ、素材の商品化や販売を探っていきます。

クリエイターコラボ作品コンテスト

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

日本最大のハンドメイドマーケットプレイス「Ｃｒｅｅｍａ（クリーマ）」のサポートを受け、全国からた

くさんのクリエイターが集まって、地元のクリエイターとともに作品を展示販売したり、ワークショップを

開催しました。ものづくりやイベントを通してまちの魅力を発信し、にぎわい創出や関係人口の拡大につな

げることを目指しています。

１０月１７日・１８日の２日間、公民館で第２回目のクラフトマルシェが開催

されました。今年は約４０組のクリエイター（うち、地元クリエイター８組）

がブースを開設し、ひまわりをモチーフとした作品の販売や様々なワークショ

ップを行いました。キッチンカーの出店もあり大盛況でした。

「ひまわりのまちクラフトマルシェ」今年も開催しました

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

役場の若手職員４名が中心となり、有害鳥獣「エゾ鹿」を地域資源と捉え直し、食肉や工芸品として活用す

るためのチャレンジを行っています。今回はエゾ鹿肉の需要創出策として“犬用おやつ“としての可能性に

着目し、道内企業と連携しながら原材料や加工方法について相談・検討を重ね、商品開発を行いました。

「鹿肉×黒大豆きなこ」、「鹿肉×ひまわり油」など４種いずれも無添加の商品です。

パッケージもデザイナーに依頼し可愛らしいものを考えました。「クラフトマル

シェ」で行った試験販売では好評を博したことから、今後ＥＣサイトで期間限

定での販売を行うこととしています。

地域資源活用プロジェクト第２弾！「鹿肉ジャーキー」


